
町の世帯と人口
（11月1日現在・住民基本台帳）
（ ）の数字は前月比

・世帯数　10,374世帯   (-  7) 
・人口　　25,104人　   (-32)
  男 12,490人（-1）   女 12,614人（-31）

あなたの「声」をきかせてください

今
年
１
月
か
ら
始
ま
っ
た
表
紙
シ

リ
ー
ズ
「
は
ぐ
く
む
喜
び
〜
農
業
の

魅
力
〜
」
。
読
ん
で
く
だ
さ
っ
た
方

に
、
表
紙
と
表
紙
の
話
か
ら
生
産
者

の
農
業
へ
の
思
い
、
消
費
者
へ
の
思

い
は
伝
わ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
町
の

農
業
に
興
味
関
心
を
深
め
る
「
き
っ

か
け
」に
な
っ
て
い
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

来
年
は
、
さ
ら
に
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ

し
ま
す
。
乞
う
ご
期
待
！　
　

飯

「
お
い
し
い
那
須
め
ぐ
り
」
は
今

年
１
月
か
ら
始
ま
り
こ
れ
ま
で
カ

フ
ェ
を
中
心
に
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
紹
介
し
き
れ
て
い
ま
せ
ん

が
、
那
須
に
は
た
く
さ
ん
の
素
敵
な

お
店
が
あ
り
ま
す
。
非
日
常
の
空
間

で
の
ひ
と
時
を
味
わ
い
に
、
お
い
し

い
も
の
を
求
め
て
…
町
内
外
か
ら
多

く
の
方
々
が
本
町
へ
訪
れ
て
い
ま
す
。

一
つ
一
つ
の
お
店
の
努
力
が
輝
き
、

町
全
体
の
魅
力
へ
と
繋
が
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
新
年
も
そ
ん
な
町
の

魅
力
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。 

髙

今
年
も
あ
と
残
り
わ
ず
か
と
な
り

ま
し
た
。
年
を
重
ね
る
ご
と
に
一
年

一
年
が
本
当
に
短
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。

時
間
に
追
わ
れ
る
毎
日
で
す
が
、
一

年
を
ゆ
っ
く
り
振
り
返
る
時
間
も
大

切
で
す
ね
。
今
年
は
「
令
和
」
と
い

う
新
し
い
時
代
が
ス
タ
ー
ト
し
、
明

る
い
未
来
へ
の
幕
開
け
を
予
感
す
る

年
で
し
た
。
来
年
の
干
支
は
、
最
初

に
戻
っ
て
「
子
」
。
ね
ず
み
は
繁
栄

の
象
徴
と
も
さ
れ
て
い
ま
す
。
夢
あ

る
未
来
へ
向
け
て
ま
す
ま
す
発
展
す

る
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。　

米
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赤ちゃん赤ちゃん赤ちゃんこんに
ちは

「こんにちは赤ちゃん」コーナーの写真を随時募集しています。
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　畳打つ音も餅つく杵音も
　　　遙かなりけり令和の師走

筆者　前那須歴史探訪館 館長

齊藤 宏壽 先生（湯本在住）
今月のひとこと

地域の身近な情報や、広報「那須」の感想・ご意見をお待ちしています。
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鎌
倉
幕
府
の
将
軍
、
宗
尊
親
王
の

建
長
年
間
、
時
の
朝
廷
は
、
播
州

（
現
兵
庫
県
）
の
法
華
寺
住
僧
、
玄

翁
和
尚
に
、
殺
生
石
を
教
化
す
べ
き

の
勅
命
を
下
し
た
。
玄
翁
は
一
僕
も

連
れ
ず
、
棉
服
に
麻
の
袈
裟
を
着
し
、

右
手
に
払
子
左
手
に
念
珠
、
草
鞋
履

き
で
、
京
よ
り
那
須
野
に
向
か
っ
た
。

那
須
野
に
着
い
た
玄
翁
が
殺
生
石

の
遠
く
よ
り
経
文
を
読
誦
し
な
が
ら

近
づ
く
と
、
巨
石
の
下
の
土
が
動
き

妖
風
が
激
し
く
吹
き
始
め
て
、
玄
翁

の
前
進
を
拒
ん
だ
。
大
乗
妙
典
を
読

誦
し
な
が
ら
身
を
横
に
し
て
進
む
玄

翁
の
衣
服
は
ズ
タ
ズ
タ
に
引
き
裂
か

れ
た
。
が
、
不
思
議
に
、
毒
は
身
に

か
か
ら
な
い
。

殺
生
石
に
至
っ
た
玄
翁
が
、
一
心

に
経
文
を
読
誦
し
仏
法
を
話
す
と
、

魔
風
は
い
つ
か
収
ま
り
巨
石
が
揺
ら

い
で
、
殺
生
石
の
精
が
忽
然
と
現
れ

た
。
見
る
と
二
十
八
歳
く
ら
い
の
女

性
で
あ
る
。

綾
羅
錦
繍
の
五
つ
襲
に
緋
の
袴
、

長
い
髪
は
麗
し
く
、
檜
扇
を
手
に
し

て
立
つ
姿
は
、
朝
廷
に
在
り
し
頃
の

玉
藻
前
で
あ
り
、
そ
の
美
し
さ
は
天

か
ら
降
り
立
つ
天
女
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

そ
の
玉
藻
前
に
、
玄
翁
は
、
こ
の

世
へ
の
執
着
を
解
き
、
早
々
に
成
仏

す
る
よ
う
仏
法
を
説
い
た
。
や
が
て
、

殺
生
石
の
精
は
、
三
千
世
界
を
魔
界

に
し
よ
う
と
し
て
き
た
己
の
生
き
様

を
述
懐
す
る
と
、
今
は
、
玄
翁
和
尚

の
法
力
に
よ
っ
て
解
脱
で
き
る
嬉
し

さ
を
話
し
、
そ
の
姿
は
煙
の
ご
と
く

消
え
た
。

玄
翁
は
、
念
珠
で
殺
生
石
を
は
っ

し
と
叩
い
た
。
巨
石
は
二
つ
に
割
れ
、

二
条
の
白
気
が
天
に
昇
っ
て
、
砕
け

た
石
と
共
に
西
の
空
へ
消
え
、
一
つ

の
巨
石
が
那
須
の
地
に
残
っ
た
。
長

門
国
（
現
山
口
県
）
の
玉
藻
前
大
名

神
社
や
美
作
国
（
現
岡
山
県
）
の
玉

藻
前
大
言
権
現
社
に
そ
の
伝
説
を
残

し
て
い
る
。

玄
翁
は
、
朝
廷
よ
り
大
寂
法
翁
禅

師
の
号
を
賜
り
、
そ
の
博
識
悟
道
の

名
僧
ぶ
り
は
天
下
に
知
ら
れ
た
。

猶
、
石
工
の
工
具
な
ど
硬
い
物
を

砕
く
道
具
に
、
後
世
、
玄
翁
の
名
が

つ
い
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

「
殺
生
石
」物
語
考

「
殺
生
石
」物
語
考

物
語
の
概
略

か
っ
こ
う
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わが家のアイドル♡
笑うとみんなが笑顔
になります

平成３０年
  　 ９月９日生
父 母優さん 淑子さん

愛梨ちゃんは…
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が
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